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は
じ
め
に

明
代
に
は
灸
法
（
特
に
外
科
灸
法
）
が
発
展
し
桑
木
灸
、
桃

木
灸
、
雷
火
神
な
ど
が
創
始
さ
れ
た
。
神
灯
照
法
（
神
火
照
法

と
も
称
す
）
も
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、
狭
義
に
は
支
柱
を
用

い
な
い
火
重
法
（
或
い
は
煙
更
法
）
に
分
類
さ
れ
る
灸
法
で
あ

う
（
》
Ｏ

神
灯
照
法
は
明
・
李
時
珍
「
本
草
綱
目
」
巻
六
・
灯
火
に

「
神
灯
照
法
、
楊
梅
瘡
年
久
し
く
破
燗
坑
陥
す
る
者
を
治
す
。
銀

朱
、
水
粉
、
線
香
各
三
銭
、
乳
香
、
没
薬
各
五
分
、
片
脳
二
分

を
用
い
て
末
と
為
し
、
紙
を
以
て
捲
き
棯
を
作
り
、
浸
油
に
点

灯
し
瘡
を
照
す
、
日
に
三
次
、
七
日
に
て
效
見
る
」
と
あ
る
の

が
初
出
で
あ
る
。

こ
の
灸
法
は
薬
剤
を
裏
ん
だ
紙
綾
に
点
火
し
患
部
を
稟
灼
す

る
も
の
で
、
明
・
陳
実
功
『
外
科
正
宗
」
巻
一
・
腫
瘍
主
治

55

神
灯
照
法
に
つ
い
て

上
田
善
信

日
本
鍼
灸
研
究
会

方
・
重
発
背
奇
方
に
「
発
背
初
起
七
日
前
後
を
治
す
」
と
あ
り
、

、
王
に
癬
疽
の
初
起
に
用
い
る
。
さ
ら
に
情
・
孫
震
元
「
瘍
科
会

粋
」
巻
十
・
発
背
瘡
で
は
「
神
灯
照
、
対
口
、
発
背
、
脳
、
霊
、

肚
疽
、
乳
瀧
、
襄
羅
、
腿
毒
、
庁
毒
を
治
す
、
一
切
悪
瘡
を
識

ら
ず
」
と
あ
り
主
治
症
の
範
囲
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。

施
灸
の
目
的
と
し
て
は
、
「
外
科
正
宗
」
巻
一
・
腫
瘍
主
治
方

に
「
瘡
毒
火
に
随
い
て
解
散
す
」
、
清
・
程
国
彰
「
医
学
心
悟
」

巻
六
・
神
灯
照
法
に
「
毒
気
頓
解
し
、
陰
を
転
じ
て
陽
と
為
し
、

以
て
全
功
を
収
む
」
と
あ
り
、
溌
瘡
の
腫
毒
を
解
消
し
、
腫
堅

を
潰
や
し
、
止
痛
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

施
灸
方
法

本
灸
法
は
、
「
外
科
正
宗
」
巻
一
・
腫
瘍
主
治
方
・
重
発
背
奇

方
に
「
雄
黄
、
朱
砂
、
血
娼
、
没
薬
各
二
銭
、
齋
香
四
分
。
上

の
五
味
を
研
じ
て
細
末
と
為
し
、
毎
用
三
分
、
綿
紙
に
薬
を
裏

み
、
撚
と
為
し
、
長
さ
尺
許
、
真
麻
油
を
以
て
潤
透
し
火
に
灼

き
、
瘡
を
離
る
る
こ
と
半
寸
許
、
外
よ
り
内
に
周
園
し
、
徐
徐

に
之
を
照
ら
し
、
火
頭
を
上
に
向
け
、
薬
気
内
に
入
れ
ば
瘡
毒

火
に
随
い
て
解
散
し
、
臓
肺
を
内
侵
せ
ず
。
初
め
に
三
條
を
用

い
、
漸
に
加
え
て
四
五
條
に
至
る
。
瘡
勢
漸
に
消
し
漸
に
減
ず



日本医史学雑誌第53巻第1号（2007）135

る
こ
と
を
候
い
、
稟
後
に
随
い
て
敷
薬
を
用
い
る
」
と
あ
る
。

清
・
呉
亦
鼎
『
神
灸
経
論
」
で
は
「
長
さ
七
寸
」
と
し
て
お
り
、

紙
嵯
は
二
○
～
三
○
ｍ
の
も
の
を
用
い
る
。
使
用
す
る
薬
剤
は

『
本
草
綱
目
」
と
は
異
な
り
、
清
・
趙
学
敏
『
串
雅
外
編
」
巻
二
、

清
・
呉
師
機
「
理
楡
餅
文
」
で
は
「
川
椒
、
交
葉
、
紅
棗
、

完
委
、
菌
陳
、
乳
香
、
白
碓
梢
、
陳
香
橡
、
安
息
香
」
と
全
く

違
う
薬
剤
を
用
い
て
い
る
が
、
「
外
科
正
宗
」
に
準
ず
る
医
書
が

多
い
。
た
だ
薬
剤
の
使
用
量
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
施
灸
量
は
『
瘍
科
会
梓
」
で
は
「
五
七
撚
に
止
む
」
、

情
・
許
克
昌
『
外
科
證
治
全
書
」
巻
五
・
備
用
法
で
は
「
漸
に

加
え
て
五
七
條
に
至
る
」
と
あ
る
が
、
『
外
科
正
宗
」
の
「
未
だ

成
ら
ざ
る
者
は
自
ず
か
ら
消
し
、
巳
に
成
り
た
る
者
は
自
ず
か

ら
潰
え
、
起
発
せ
ざ
る
者
は
即
ち
発
し
、
腐
潰
せ
ざ
る
者
は
即

ち
腐
る
一
が
目
安
と
な
っ
て
お
り
、
嬢
瘡
の
病
勢
に
よ
っ
て
加

陳
実
功
は
『
外
科
正
宗
」
巻
一
・
腫
瘍
主
治
方
・
重
発
背
奇

方
で
「
誠
に
良
法
と
為
す
な
り
」
と
、
ま
た
巻
二
・
脳
疽
主
治

方
・
神
妙
抜
根
方
で
は
「
此
の
法
百
人
百
活
、
再
び
癒
え
ざ
る

ら
漬
え
、

ち
腐
る
」

減
す
る
。

結
語

者
無
し
」
と
、
こ
の
灸
法
の
有
用
性
を
述
べ
て
い
る
が
、
『
医
学

心
悟
」
で
は
「
交
灸
に
功
無
き
に
非
ず
、
…
二
法
は
乃
ち
瘡
疽

門
の
宝
筏
な
り
、
宜
し
く
互
い
に
参
考
に
用
い
る
べ
し
」
と
い

い
交
灸
法
と
神
灯
照
法
を
互
用
す
る
こ
と
が
大
事
た
と
い
っ
て

い
る
。
ま
た
「
瘍
科
会
粋
」
で
は
「
近
世
、
此
の
法
を
用
い
て

效
か
ざ
る
者
有
る
は
、
以
て
外
科
の
諸
書
蘆
湯
方
を
失
漏
す
る

故
な
り
」
と
い
う
。
羅
瘡
等
の
外
科
疾
患
に
対
す
る
療
法
と
し

て
は
、
隔
蒜
灸
の
よ
う
な
隔
物
灸
や
桑
木
灸
な
ど
に
較
べ
る
と

広
く
使
用
さ
れ
た
と
は
云
え
な
い


